
令和４年度（2022年度）第５回長房中学校区地域づくり推進会議 アクションプランの検討まとめ

<Aグループ>

検討する内容（どんなことをするか）

・子ども食堂メイン（多世代利用も検討）
・食品ロスを削減する

いつごろ・どこでやるか

―
調整・準備が必要なこと

・アルプスのフードバンクを活用
・アルプスと東団地で開催を検討
・モデルとして一度開催したい
・コピオの厨房を活用したい

課題・気になること

・コロナで、その場で食べられず持ち帰りになった
・衛生面の対応

<Bグループ>

検討する内容（どんなことをするか）

・ＳＤＧｓに向けた取り組み
・ひとり親家庭、生活困窮→地域食堂の重要性
・子ども食堂も一緒に実施

いつごろ・どこでやるか

―
調整・準備が必要なこと

・実施時期は考えた方が良い
・どこまで広げていいか分からないままでは進めにくい
・行政として方針・基準を示して欲しい

課題・気になること

・コロナで一旦ストップした→OKになるまでが難しい
・今も集まる時は飲食は無し

①地域食堂
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<Aグループ> <Bグループ>

②ハロウィン

検討する内容（どんなことをするか）

・歩いて謎解きや地域を歩いてお菓子をもらうイベント（昨年
初開催し大盛況、多世代交流になった）

いつごろ・どこでやるか

・商業施設と連携してはどうか

調整・準備が必要なこと

・子どもだけでなく、多世代交流の場とする

課題・気になること

・長房町全体に広げるには、費用の問題がある
・部分→町全体へは連携が大事

検討する内容（どんなことをするか）

・東団地で今やっていることを広げる？
・高齢者と子どもの交流もできる
・高齢者とじゃんけんしてお菓子貰う
・マルシェと一緒にやるのも良いかも

いつごろ・どこでやるか

・10月の最後にやることは決まり
→来年も内定？

調整・準備が必要なこと

・場所の広さで規模が限られる
（体育館を借りる？北団地跡地でテントを設置？）
・長房全体でするなら広さが必要
・個別で進めて徐々に広げる
・子ども会・町会との事前調整も必要
・準備するものは東団地の会長に確認

課題・気になること

・子どもが行きやすく、安全な所で開催
・ひとり親家庭をはじめ、土曜は働く親も多いので、開催は
日曜日の方が良い



<Aグループ> <Bグループ>

③目的別教室

検討する内容（どんなことをするか）

・スマホ教室（大学生など若者を講師に開催）
・笑いヨガ
・職人の技教室（生活に役立つ技術の伝授、包丁研ぎ方など）
・無料学習塾（大学生などを講師に教室開催）
・中郷町会体操教室
・地域内の交流につなげる

いつごろ・どこでやるか

・ふれあい館などで定期開催（スマホ教室）

調整・準備が必要なこと

・国の事業や民間企業の取組が活用可能かも
・ボランティアでも交通費が必要
・学習塾などの指導者等の確保

課題・気になること

・費用がどれくらいかかるか
・若い世代を対象としてもいいのでは

検討する内容（どんなことをするか）

・司法書士勉強会（特殊詐欺の学習会）／ヤクルト／明治が
やっているような既存のものを活かして講座に
・色々なテーマで教えてもらえる
・お願いして来てもらう、講師派遣
・スマホ教室（高齢者）→LINEでお友達も増える
（アルプスにドコモも来ている）
・住民のプロの方が教えてもOK

いつごろ・どこでやるか

ー

調整・準備が必要なこと

・今ある（できる）講座の情報発信・情報整理から始める

課題・気になること

ー



<Aグループ> <Bグループ>

④フリーマーケット

検討する内容（どんなことをするか）

ー

いつごろ・どこでやるか

・東団地で実施したことがある

調整・準備が必要なこと

・コピオテラスの西側駐車場を実施調整

課題・気になること

ー

検討する内容（どんなことをするか）

・八王子朝市・マルシェ、浅川地区のキッチンカー、織物会館
でのバザーのような既存の取組・イベントと一緒に実施
・小規模から始めて、幅広くやっていく
・キッチンカーがあった方が人は集まる

いつごろ・どこでやるか

・今あるイベントの時期と合わせる（端午まつり、納涼祭など）

調整・準備が必要なこと

・地区の区分けが少し難しい
・広い場所：北団地跡地（R6～供用開始を予定）
・高齢者でも行きやすい場所（コピオの屋上／中央公園など）
・情報発信

課題・気になること

・バザーとフリマは異なる？（バザーは一旦物を集めて実施
／フリマは個人主体？）


